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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者の血液パラメータのホームモニタリングのためのデバイスであって、
　白血球カウンタと、
　ユーザインタフェースと、
　を備え、
　前記白血球カウンタは、血液サンプルプローブを受け取り、該受け取った血液サンプル
プローブ内の白血球の値を決定するように構成され、
　前記ユーザインタフェースは、前記白血球カウンタと物理的に分離されるか物理的に分
離可能であり、
　前記ユーザインタフェースは、前記白血球カウンタによって決定される前記受け取った
血液サンプルプローブ内の前記白血球の値に基づき情報を表示するように構成され、
　前記ユーザインタフェースは、前記患者の体温と、患者報告結果又は健康状態質問票を
収集するように更に構成され、
　当該デバイスは、前記白血球の値と；前記体温と；前記患者報告結果又は前記健康状態
質問票を患者モニタリングパラメータとして使用するように更に構成される、
　デバイス。
【請求項２】
　前記患者の体温の値を決定するように構成される体温計
　を更に備え、
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　前記体温計及び前記ユーザインタフェースは、前記決定された体温の値を前記ユーザイ
ンタフェースに提供するように構成される、請求項１に記載のデバイス。
【請求項３】
　前記体温計は、前記ユーザインタフェースとの無線通信のためのインタフェース、特に
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）インタフェースを備える、請求項２に記載のデバイス。
【請求項４】
　前記白血球カウンタ及び前記ユーザインタフェースは、前記受け取った血液サンプルプ
ローブ内の前記決定された白血球の値を前記ユーザインタフェースに提供するように構成
される、請求項１乃至３のいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項５】
　前記ユーザインタフェースは、白血球介入レベルを記憶し、
　前記ユーザインタフェースは、体温介入レベルを記憶し、
　前記ユーザインタフェースは、前記体温の値を前記体温介入レベルと比較するように構
成され、
　前記ユーザインタフェースは、前記受け取った血液サンプルプローブ内の前記決定され
た白血球の値を前記白血球介入レベルと比較するように構成される、請求項２乃至４のい
ずれか一項に記載のデバイス。
【請求項６】
　前記ユーザインタフェースは、前記の比較の結果に基づいて信号を生成するように構成
され、
　前記信号は、前記患者のための視覚的警告、前記患者のための光学的警告、臨床医に対
するショートメールメッセージ、臨床医に対する電子メール、サーバに対する警告メッセ
ージ及びこれらの組合せを備えるグループから選択される、請求項５に記載のデバイス。
【請求項７】
　前記ユーザインタフェースは、ディスプレイ及び電子記憶媒体を備え、
　前記患者のための健康状態質問票を前記ディスプレイによって前記患者に表示するため
に、前記健康状態質問票が前記電子記憶媒体内に記憶される、請求項１乃至６のいずれか
一項に記載のデバイス。
【請求項８】
　前記ユーザインタフェースは、情報をリモートサーバに伝送するように構成される、請
求項１乃至７のいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項９】
　前記白血球カウンタは、ディスプレイのないデバイスである、請求項１乃至８のいずれ
か一項に記載のデバイス。
【請求項１０】
　ポータブルの前記白血球カウンタは、前記ユーザインタフェースとの接続を確立するた
めの第１の機械的ドッキングコネクタを備え、
　前記ユーザインタフェースは、前記白血球カウンタとの接続を確立するための第２の機
械的ドッキングコネクタを備える、請求項１乃至９のいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項１１】
　前記ユーザインタフェース及び前記白血球カウンタは、前記ユーザインタフェースが前
記白血球カウンタにドッキングされる構造において、前記白血球カウンタにより前記ユー
ザインタフェースを充電し、読取値を前記ユーザインタフェースから前記白血球カウンタ
に伝送し、かつ／又は白血球カウントからの結果を同期するように構成される、請求項１
０に記載のデバイス。
【請求項１２】
　当該デバイスは、複数のユーザインタフェースとともに使用されるように構成される、
請求項１乃至１１のいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項１３】
　患者の血液パラメータのホームモニタリングの方法であって、
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　白血球カウンタによって前記患者の血液サンプルプローブの白血球の値を決定するステ
ップと、
　前記決定された白血球の値を、前記白血球カウンタから、物理的に分離されるか物理的
に分離可能なユーザインタフェースに伝送するステップと、
　前記白血球カウンタによって決定される前記血液サンプルプローブ内の前記白血球の前
記値に基づき前記ユーザインタフェース上に情報を表示するステップと、
　前記ユーザインタフェース上で前記患者の体温を収集するステップと、
　前記ユーザインタフェース上で患者報告結果又は健康状態質問票を収集するステップと
、
　以下のパラメータ；すなわち、前記白血球の値と；前記体温と；前記患者報告結果又は
前記健康状態質問票を患者モニタリングパラメータとして使用するステップと、
　を含む、方法。
【請求項１４】
　前記ユーザインタフェースによって前記患者の体温の値を体温計から受け取るステップ
　を更に備える、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ユーザインタフェースは、白血球介入レベルを記憶し、
　前記ユーザインタフェースは、体温介入レベルを記憶し、
　前記ユーザインタフェースによって、前記体温の値を前記体温介入レベルと比較するス
テップと、
　前記ユーザインタフェースによって、前記血液サンプルプローブ内の前記決定された白
血球の値を前記白血球介入レベルと比較するステップと
　を更に含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ユーザインタフェースによって、前記の比較の結果に基づいて信号を生成するステ
ップを更に含み、
　前記信号は、前記患者のための視覚的警告、前記患者のための光学的警告、臨床医に対
するショートメールメッセージ、臨床医に対する電子メール、サーバに対する警告メッセ
ージ及びこれらの組合せを備えるグループから選択される、
　請求項１５に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ホームモニタリングの分野に関し、特に、化学療法の患者の分野において使
用されるような、血液パラメータのホームモニタリングに関する。特に、本発明は、患者
の血液パラメータのホームモニタリングのためのデバイス及び患者の血液パラメータのホ
ームモニタリングの方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　人工の装置の状態によると、白血球数のリーダは、専門家による使用のためだけの固定
の病院用のデバイスである。さらに、ほとんどの化学療法レジメンは、骨髄抑制療法であ
り、これはこの療法が骨髄の活動を抑制することを意味し、結果として、血液細胞及び血
小板の製造が低下することになる。化学療法を受けた後、血液細胞数が少ない患者は、感
染症の形で重い合併症を起こす危険があり、また、血液細胞数の減少により次の治療が受
けられない。
【０００３】
　さらに、例えば慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）、抗凝固療法のためのワルファリン処置
及び関節リウマチのような自己免疫疾患等、通常の血液細胞数があることによる利点を有
する他の疾患と治療が存在する。
【０００４】
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　特許文献１（欧州特許出願公開第１，９１１，３９６号明細書）は、患者の臨床パラメ
ータをモニタリングし、患者の疾患を診断し、測定された臨床パラメータを示す客観的デ
ータを提供する１つの医療モニタリングデバイスを備えるホームモニタリングシステムを
開示している。
【０００５】
　特許文献２（国際公開第２００６／１２３２５３号パンフレット）は、１つ又は複数の
生体指標の振幅及び周波数の変化を測定することができる、心臓疾患を患っている患者の
リモート管理のためのデバイスを開示している。
【０００６】
　特許文献３（国際公開第２００９／０９７４５０号パンフレット）は、生体内の心臓マ
ーカーの連続的な測定のためのシステム及び方法を開示している。
【０００７】
　特許文献４（米国特許出願第２０１０／０１２９８５５号明細書）は、検査サンプル内
に含まれる白血球の所定の成分を検出する検出器と、プロセッサの制御の下のメモリを含
むコントローラとを備えた血液細胞分析器を開示しており、メモリは、白血球分布データ
と、杆状核球（stab　neutrophil）又は分葉核球（segmented　leukocyte）のいずれかの
分類データとの間の相互関係に関する相関情報を格納する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】欧州特許出願公開第１，９１１，３９６号明細書
【特許文献２】国際公開第２００６／１２３２５３号パンフレット
【特許文献３】国際公開第２００９／０９７４５０号パンフレット
【特許文献４】米国特許出願第２０１０／０１２９８５５号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　化学療法を受けている患者のホームモニタリングを提供するというニーズが存在し得る
。
【００１０】
　本発明の目的は、現在化学療法を受けている患者について効率的かつ安全な手法のホー
ムモニタリングを提供することと考えられる。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の目的は、独立請求項に係る主題によって解決される。本発明の更なる実施形態
及び利点は、従属請求項に組み込まれる。
【００１２】
　説明される実施形態は、同様に、患者の血液パラメータのホームモニタリングのための
デバイス及び患者の血液パラメータのホームモニタリングの方法に関する。異なる実施形
態の異なる組み合わせは、本明細書において詳細には説明されない可能性があるが、その
ような組み合わせにより相乗効果が生じることがある。
【００１３】
　さらに、方法に関する本発明の全ての実施形態は、説明されるステップの順序で実行さ
れる可能性もあるが、これは、本発明の方法のステップの唯一の本質的な順序である必要
はない。当業者は、本明細書において明示的に反対について言及されない限り、明細書で
説明される方法のステップの異なる順序及び組み合わせの全ての種類を収集する。
【００１４】
　本発明の例示の実施形態によると、血液パラメータのホームモニタリングのためのデバ
イスが提示される。デバイスは、白血球カウンタ及びユーザインタフェースを備える。さ
らに、白血球カウンタは、患者のサンプルプローブを受け取り、受け取ったサンプルプロ
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ーブ内の白血球の値を決定するように構成される。ユーザインタフェースは、白血球カウ
ンタから物理的及び／又は構造的に分離されるか、分離可能である。さらに、ユーザイン
タフェースは、白血球カウンタによって決定されると、受信したサンプルプローブ内の白
血球の値に基づいて情報を表示するように構成される。白血球カウンタは、ポータブルで
あってよい。しかしながら、ポータブルであることは、本質的なことではない。
【００１５】
　本発明の文脈において、「物理的及び／又は構造的に分離されるか、分離可能」という
語は、次の意味で使用されるべきである。本発明は、２つの物理的に異なる機械的なエン
ティティ、すなわち、ＷＢＣ（white　blood　cell）カウンタとユーザインタフェースを
提供する。これらのエンティティは、個々のハウジング内で適応される。したがって、ユ
ーザインタフェースは、ＷＢＣカウンタと統合するよう形成されない。それでもなお、本
発明の一部の実施形態では、ユーザインタフェースを、ＷＢＣカウンタに接続及び再接続
することができる。この発想は、ユーザインタフェースを、白血球カウンタとは異なる場
所で使用することができるということである。さらに、以下で説明される実施形態から明
らかになり、その実施形態との関連で解明されるように、本発明のユーザインタフェース
及びＷＢＣカウンタは、機械的及び／又は電気的及び／又は無線接続を介して接続され得
る。これは、以下で更に詳細に説明される。
【００１６】
　本明細書において、「サンプルプローブ」という用語は、血液等の患者の体液を格納し
て、ＷＢＣカウンタへ入れることができる、サンプルの検査カートリッジとして理解され
得る。そのようなサンプルプローブ又はサンプルの検査カートリッジは、提示されるデバ
イスの一部であってよく、提示される方法のコンテキストにおいて使用することができる
。サンプルプローブは、ＷＢＣカウンタに、患者の血液プローブを提供するための手段と
考えることができる。
【００１７】
　本明細書において、白血球（ＷＢＣ）カウンタからのユーザインタフェースの物理的な
分離を、構造的分離と考えることもできる。したがって、ＷＢＣカウンタとユーザインタ
フェースを有する２つの異なるデバイスが提示される。必要に応じて、ユーザインタフェ
ースは、ユーザインタフェースの柔軟性を向上させる別の追加の機能又は複数の追加の機
能を有してもよい。そのような追加の機能は、以下で詳細に説明される。
【００１８】
　一般に、本発明は、血液パラメータのホームモニタリングを対象とする。以下に説明さ
れるように、異なる適用は、本発明の提示されるデバイス及び方法からの利点を有するこ
とがある。提示されるデバイスは特に、化学療法を受けておる患者のホームモニタリング
に適用可能であり得るが、慢性閉塞性肺疾患（ＣＯＰＤ）、抗凝固療法のためのワルファ
リン処置及び関節リウマチのような自己免疫疾患等の患者のホームモニタリングにも適応
され得る。上記で提示される本発明の実施形態は、構造的に分離されるユーザインタフェ
ースとＷＢＣカウンタの相互の利点が当てはまるとき、これらの適用に有利に使用され得
る。しかしながら、下記において、本発明は、腫瘍のある患者と関連して説明されるが、
これは、本発明を限定するものとして解釈されるべきではない。
【００１９】
　提示されるデバイスを、化学療法を受けている患者のモニタリングのために使用するこ
とができ、この場合、３つのパラメータ、すなわち、白血球数のカウント、患者の体温及
び患者報告結果若しくは健康状態質問票がモニタリングパラメータとして使用される。こ
の場合、提示されるデバイスは、以下の利点を提供する。ＷＢＣカウンタからのユーザイ
ンタフェースの分離により、例えば体温を測るときや質問票を完成させるときに、ＷＢＣ
カウンタから離れたユーザ対話が可能になる。ＷＢＣカウンタとユーザインタフェースと
の間の通信チャネルは、一方向であっても双方向であってもよい。ＷＢＣカウンタは、ホ
ーム検査デバイスと考えることができる。
【００２０】
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　本発明の発明者は、患者が、ＷＢＣカウンタにはキッチン又はバスルームのいずれかを
好むことを発見した。患者報告結果（ＰＲＯ：patient-reported　outcomes）自己診断は
、家の中のどこでも行うことができ、あるいは提示されるユーザインタフェースによって
移動さえも可能である。ユーザインタフェースが、白血球（ＷＢＣ）カウンタにしっかり
結合される場合、患者は思うようにデバイスを使用することができないであろう。しかし
ながら、本発明は、ユーザインタフェースをＷＢＣカウンタから分離することによって、
有利な解決策を提供する。加えて、ユーザインタフェースを、無線接続により機械的又は
電気的にＷＢＣカウンタに接続することができる。さらに、臨床医は、モニタリングする
各パラメータについて、例えばＷＢＣ軌道モニタリングによって識別されるスケジュール
を通して又は患者が不調を感じたときにオンデマンドで、他のパラメータよりも少ない頻
度のＷＢＣ測定を必要するスケジュールを設定する可能性があり、これは、例えばベット
サイドやモバイルのように対話のためにより適切な位置が必要とされることを意味する。
提示されるデバイスは、これらのニーズに合致し、対応する適切な位置からユーザインタ
フェースを介して必要な通信を可能にする。
【００２１】
　以下においては、ユーザインタフェースに関して、提示されるデバイス単独で、又は本
明細書で説明される他の特徴との組み合わせで具現化され得る幾つかの異なる詳細が説明
される。ユーザインタフェースを、提示されるデバイスのインテリジェンスとして考えて
もよい。したがって、ユーザインタフェースを、様々な通信及び／又は計算の機能性のた
めに、提示されるシステムの電気通信ハブ（telehub）と考えることができる。ユーザイ
ンタフェースは、体温計（温度計）から受け取った患者の体温の値及び／又はＷＢＣカウ
ンタから受け取ったＷＢＣカウントの結果及び／又は完成した質問票を、例えばＧＰＲＳ
を介してサーバへ送信することができ、あるいは必要に応じて送信してもよい。これらの
データは、病院の記録システムへ直接転送されてもよい。さらに、臨床医は、スケジュー
ルされていない検査を行うよう指示することもある。
【００２２】
　ユーザインタフェースは、所定の温度値に関して又は所定のＷＢＣ結果値に関して、幾
つかの異なる介入レベル（intervention　level）を、該ユーザインタエース上に記憶し
ていてもよい。ユーザインタフェースは、受信した体温値及び／又はＷＢＣ値、すなわち
結果を受け取るとすぐに、これらの値を伝送するようにも構成され得る。ユーザインタフ
ェースは、これらの結果をリモートサーバに伝送するようにも構成され、リモートサーバ
は、これらの結果又は値を臨床医に転送する。ユーザインタフェースは、完成した質問票
を、サーバを介して臨床医に伝送するようにも構成される。また、体温と、ＷＢＣの結果
と、完成した質問票との組み合わせが伝送されてもよい。さらに、ユーザインタフェース
は、受信した値を、記憶されたそれぞれの介入レベルと比較するように構成され、その比
較に基づいて望ましくない状況が検出される場合、患者についての信号を生成することが
できる。例えばユーザインタフェース上に、「臨床医に連絡してください」というメッセ
ージを表示してもよい。音の信号が使用されてもよい。さらに、電子メール及び／又はｓ
ｍｓ（ショートメールメッセージ）を、ユーザインタフェースにより、例えばＧＰＲＳを
介して床医に送信してもよく、これにより臨床医に、モニタされている患者の現在の状況
に関して知らせることができる。必要に応じて、以下において説明される別の実施形態も
可能である。ユーザインタフェース、すなわち電気通信ハブは、体温計から受信した患者
の体温値及び／又はＷＢＣカウンタから受信したＷＢＣカウントの結果及び／又は完成し
た質問票のような情報を、ＧＰＲＳを介してサーバへ送信してもよい。さらに、サーバは
、電子メール及び／又はｓｍｓを臨床医に送信する。これは、本明細書で説明される例示
の実施形態に係るシステムであって、血液パラメータのホームモニタリングのためのデバ
イス及びサーバを備えるシステムの一部である。
【００２３】
　本明細書で説明されるいずれかの実施形態において、ユーザインタフェースは、比較に
より、患者の望ましくない状況が検出された場合にのみ送信するように構成され得る。ま
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た、例えばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、無線ローカルエリアネットワーク、ＵＭＴ
Ｓ、３Ｇ又は他のもの等のような、他のデータ及び／又は通信ネットワークが、ユーザイ
ンタフェースによって使用されてもよい。ＷＢＣカウントプロセスを通してユーザをガイ
ドするために、ＷＢＣリーダの機能を、リモートに又はＷＢＣリーダとの機械的接触によ
り制御し得るプログラム要素、すなわちＷＢＣカウンタを備えることがある。これは、下
記でより詳細に説明されるであろう。
【００２４】
　したがって、血液パラメータのホームモニタリング又は化学療法を受けている患者のホ
ームのモニタリングのために提示されるデバイスは、患者によって、その患者自身に対し
てより安全かつ確実に使用され得る。提示されるデバイス、特にユーザインタフェースは
、患者と通信し、ＷＢＣカウントや体温測定等のような、患者が行う必要のある、間もな
く受ける検査に関して、患者に知らせる方法を実行するように構成される。これにより、
患者は質問票を完成させることが可能になり、臨床医から患者へのフィードバックも可能
になる。更なる詳細及び利点は、以下において、本発明の幾つかの実施形態に関連して説
明されるであろう。
【００２５】
　ＷＢＣカウンタからのユーザインタフェースの分離を提示することにより、別の利点が
提供される。しばしば、腫瘍の治療を受けている患者は、その化学療法に加えて、例えば
放射線治療やホルモン治療等の追加の治療を必要とする。一部の場合において、化学療法
の後は、体温及び患者報告結果をモニタリングするだけで十分である可能性があり、これ
らは、ユーザインタフェース単独で行うことができる。したがって、提示される解決策は
、（化学療法の）最初の治療後にＷＢＣリーダを取り除いて再調整し、分離したユーザイ
ンタフェースは、後続の治療の間、患者に対して残しておくことが可能である。これは、
ホームモニタリングプロセスにおけるコストを著しく低減し得る。
【００２６】
　別の例示の実施形態によると、ユーザインタフェースは、ユーザによって完成された質
問票をリモートサーバに伝送するように構成される。
【００２７】
　この実施形態では、サーバは、その質問票を、この個々の患者に関して責任を有する臨
床医に転送することができる。
【００２８】
　別の例示の実施形態によると、デバイスは、患者の体温の値を決定するように構成され
る体温計を備える。さらに、体温計及びユーザインタフェースは、決定された体温の値を
ユーザインタフェースに提供するように構成される。
【００２９】
　言い換えると、ユーザインタフェース及び体温計は、相互にデータを交換及び／又は通
信するように構成される。通信チャネルは、一方向であっても双方向であってもよい。決
定された体温がユーザインタフェースに提供されるように、体温計及び／又はユーザイン
タフェースの構成の様々な実施形態が存在し得る。例えばユーザインタフェースは、例え
ば短距離無線通信を介して、あるいはまた例えば広域無線通信を介して頻繁かつ電子的に
体温計を読み出すように構成され得る。また、決定された体温を体温計からユーザインタ
フェースに伝送するために赤外線又はＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）を使用してもよい
。アナログな方法では、体温計は、決定された温度をユーザインタフェースに頻繁に伝送
する、すなわち送信するように構成され得る。当然上記の事項は、決定される複数の体温
値についても同じ方法で当てはまる。ユーザインタフェースに、温度把握機能（temperat
ure　grasp　functionality）を提供してもよく、この機能によってユーザは、ユーザイ
ンタフェースへ体温の値を伝送させる把握処理（grasping　process）をトリガすること
ができる。しかしながら、ユーザインタフェースにおいて完全に自動の手順を実装しても
よい。
【００３０】
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　本発明の別の実施形態によると、体温計は、ユーザインタフェースとの無線通信のため
のインタフェース、特にＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）インタフェースを備える。
【００３１】
　したがって、体温計は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）の送信機とインタフェースを
備えることがあり、ユーザインタフェースは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）の受信機
を備えることがある。さらに体温計は、調査ごとに３つの異なる体温測定を行って、測定
の揺らぎを取り除くように構成され得る。必要に応じて、体温計は、測定された３つの体
温のうち最も高い体温のみを伝送するように構成され得る。当然ながら、調査ごとに２、
４、５又はそれ以上のように他の数の異なる体温測定も可能である。この実施形態におい
て、体温計及びＷＢＣカウンタは、相互の間におけるデータのそれぞれの変更のために構
成されることも可能である。したがって、ＷＢＣカウンタ、ユーザインタフェース及び体
温計という全ての要素が、相互に一方向又は双方向のデータ伝送を介してデータを交換す
るように構成されることは、本発明の実施形態であり得る。更なる実施形態では、３つの
測定値の全てがユーザインタフェースに送信され、ユーザインタフェースはその後、これ
らの値のうちの最も高いものをサーバへの伝送に使用することになる。
【００３２】
　本発明の別の実施形態によると、白血球カウンタ及びユーザインタフェースは、受信し
たサンプルプローブ内の決定された白血球の値を、ユーザインタフェースに提供するよう
に構成される。
【００３３】
　本発明の別の実施形態によると、ユーザインタフェースは、白血球介入レベル及び体温
介入レベルを記憶する。さらに、ユーザインタフェースは、体温計から受け取った、決定
された体温の値を、体温介入レベルと比較するように構成される。さらに、ユーザインタ
フェースは、受信したサンプルプローブ内の決定された白血球の値を、白血球介入レベル
と比較するように構成される。
【００３４】
　上記の体温介入レベル及び／又は白血球介入レベルは、ユーザインタフェースが備える
、基準値のような記憶済みの予め定められた値として見ることができる。特に、臨床医は
最初に、モニタされる個々の患者に関して及び適切な介入レベルに関してユーザインタフ
ェースをセットアップすることができる。さらに、ユーザインタフェースは、臨床医によ
って個々の患者に対して最初に適合された健康状態質問票を備えてもよい。そのような記
憶のために、ユーザインタフェースは、電子記憶媒体等、例えばハードディスクドライブ
又は固体のディスク等を備えることがある。
【００３５】
　本発明の別の例示の実施形態によると、ユーザインタフェースは、前記の比較の結果に
基づいて信号を生成するように構成され、この信号は、患者のための視覚的警告、患者の
ための光学的警告、臨床医に対するｓｍｓ、臨床医に対する電子メール、サーバに対する
警告メッセージ及びこれらの組合せを備えるグループから選択される。
【００３６】
　したがって、ユーザインタフェースは、ディスプレイ及び／又はラウドスピーカーを備
え得る。振動手段も適用されてよい。
【００３７】
　本発明の別の例示の実施形態によると、ユーザインタフェースは、患者の入力を介して
データを受信するように構成される。さらに、デバイスは、体温計から受信した体温と、
患者の入力を介して受信したデータとを組み合わせるように構成される。
【００３８】
　これらのデータを組み合わせるデバイスの構成は、健康状態質問票のコンテキストにお
いて有利に使用され得る。特に、組み合わされた値が、そのような質問票に記入されても
よく、また、以下でより詳細に説明されるように臨床医又はサーバに提示されてもよい。
この実施形態において、上述の入力は、ホームモニタリングプロセスの間の質問票への回
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答であってよい。
【００３９】
　本発明の別の例示の実施形態によると、ユーザインタフェースは、ディスプレイ及び電
子記憶媒体を備える。さらに、患者のための健康状態質問票を、ディスプレイにより患者
に表示するために、この健康状態質問票が、電子記憶媒体内に記憶される。
【００４０】
　記憶媒体は、例えばＵＳＢスティック、データ記憶媒体、ハードディスク又は質問票の
ような情報を記憶することができる他の媒体と考えることができる。この実施形態は、白
血球数、体温及び患者報告結果若しくは健康状態質問票の３つのパラメータが、化学療法
の患者のホームモニタリングの基礎であることを保証する。外部データ伝送を介して又は
臨床医又はサーバへの通信チャネルを介して、患者との通信が容易になる。したがって、
患者には、該患者が行う必要がある、間もなく受ける検査に関して通知をすることができ
る。このため、提示されるデバイスは、白血球カウント又は体温測定を行う必要があるか
どうかをユーザに表示するように構成される。
【００４１】
　したがって、本発明の別の例示の実施形態によると、ユーザインタフェースは、どの検
査をする予定であるかをユーザにリマインドするカレンダ及び／又はリマインダ機能を提
供することができる。
【００４２】
　体温測定とＷＢＣカウントのような検査に並行して、ユーザは、記憶された質問票を、
例えばタッチスクリーンを介して完成させることができる。続いて、完成した質問票が、
外部データ伝送又は通信チャネルを介して、デバイスにより、例えばユーザインタフェー
スにより及び／又はＷＢＣカウンタによりサーバに提示され、その後、臨床医に提示され
得る。
【００４３】
　本発明の別の例示の実施形態によると、ユーザインタフェースは、情報をリモートサー
バに伝送するように構成される。
【００４４】
　言い換えると、提示されたデバイスは、白血球の数、体温及び健康状態質問票における
患者報告結果を考慮する対話的なホームモニタリングシステムの一部であり得る。
【００４５】
　本発明の別の例示の実施形態によると、ＷＢＣカウンタは、ディスプレイを備えない。
言い換えると、白血球カウンタは、ディスプレイのないデバイスである。これにより、白
血球カウンタを低コストで製造することが可能になる。
【００４６】
　本発明の別の例示の実施形態によると、白血球カウンタは、ユーザインタフェースを受
け取るための第１の機械的ドッキングコネクタを備え、ユーザインタフェースは、該ユー
ザインタフェースと白血球カウンタとの接続を確立するための第２の機械的ドッキングコ
ネクタを備える。
【００４７】
　この実施形態において、第１及び第２の機械的ドッキングコネクタは互いに対応し、第
１の機械的ドッキングコネクタと第２のドッキングコネクタとのかみ合わせは容易にされ
る。双方のドッキングコネクタは、ＷＢＣカウンタにおけるユーザインタフェースの取り
付け又は固定を容易にするように構成される。更なる展開では、機械的ドッキングコネク
タは、電気的コネクタを備え、ユーザインタフェースを細胞カウンタに接続することによ
って、ユーザインタフェースの充電を容易にすることができる。また、データ伝送は、ド
ッキングコネクタを介して接続されるデータ伝送線を介して容易にされ得る。
【００４８】
　本発明の別の例示の実施形態によると、白血球カウンタは、ユーザインタフェースを受
け取るための第１の機械的ドッキングコネクタを備え、ユーザインタフェースは、該ユー
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ザインタフェースと白血球カウンタとの接続を確立するための第２の機械的ドッキングコ
ネクタを備える。
【００４９】
　一般に、２つのドッキングコネクタは、機械接続を確立するための機械的インタフェー
スである。２つの機械的ドッキングコネクタは、例えば有線接続を介してＷＢＣカウンタ
をユーザインタフェースに接続するためのインタフェースとして具現化され得る。例えば
ＷＢＣカウンタにおけるある種のソケット及びユーザインタフェースにおけるある種のプ
ラグは、実践的な実施形態であり得る。しかしながら、ＷＢＣカウンタとユーザインタフ
ェースとの間の他の物理的な接続も可能である。必要に応じて、ＷＢＣカウンタとユーザ
インタフェースとの間の接続は、２つの機械的ドッキングコネクタの間の直接のかみ合わ
せによって確立される。しかし、有線のような別の接続が、２つの機械的ドッキングコネ
クタの間で使用されてもよい。本明細書で詳細に説明されるように、ユーザインタフェー
スとＷＢＣカウンタとの間で無線接続を、代替又は追加として使用することができる。
【００５０】
　本発明の別の例示の実施形態によると、ユーザインタフェース及びＷＢＣカウンタは、
相互にデータを交換するように構成され、これにより、ユーザインタフェースが、ＷＢＣ
カウンタで白血球数カウントを行うよう患者をガイドするのが容易になる。言い換えると
、この構成において、ユーザインタフェースは、ＷＢＣカウンタのコントロールと考える
ことができる、ユーザインタフェースは、該ユーザインタフェースによるＷＢＣリーダの
制御を容易にする。したがって、必要な段階において、それぞれの制御コマンドがユーザ
インタフェースからＷＢＣカウンタに提示されるように、患者は幾つかのコマンドを入力
することができる。
【００５１】
　本発明の別の例示の実施形態によると、患者の血液パラメータのホームモニタリングの
方法が提示される。当該方法は、白血球カウンタによって患者のサンプルプローブの白血
球の値を決定するステップを含む。決定された白血球の値を、白血球カウンタから、物理
的に分離されるか物理的に分離可能なユーザインタフェースに伝送するステップは、当該
方法の別のステップである。さらに、ユーザインタフェースにより伝送された白血球の値
に基づいて、患者をユーザインタフェースによりモニタリングするステップも更なるステ
ップである。
【００５２】
　本発明の別の例示の実施形態によると、当該方法は、ユーザインタフェースによって患
者の体温の値を体温計から受け取るステップを含む。
【００５３】
　本発明の別の例示の実施形態によると、ユーザインタフェースは、白血球介入レベル及
び体温介入レベルを記憶し、ユーザインタフェースは、提供された、決定された体温の値
を体温介入レベルと比較する。ユーザインタフェースは更に、受信したサンプルプローブ
内の決定された白血球の値を白血球介入レベルと比較する。
【００５４】
　本発明の別の例示の実施形態によると、ユーザインタフェースによって、前記の比較の
結果に基づいて信号を生成するステップが含まれる。さらに、この信号は、患者のための
視覚的警告、患者のための光学的警告、臨床医に対するｓｍｓ、臨床医に対する電子メー
ル、サーバに対する警告メッセージ及びこれらの組合せを備えるグループから選択される
。
【００５５】
　ＷＢＣカウンタを、該カウンタと通信可能な物理的に分離されたユーザインタフェース
と組み合わせで提供することが本発明の要旨と考えられ得る。ユーザインタフェースと血
液細胞カウンタとの間の通信に統合される体温計を提供することによって、患者のホーム
モニタリングの間において高い柔軟性の程度がユーザに提供される。本発明は、ＷＢＣカ
ウンタと、ユーザインタフェースと体温計との間の任意の方向の通信を容易にする。提示
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されるデバイスは、サーバに接続可能である。
【００５６】
　本発明の別の例示の実施形態によると、デバイスは、複数のユーザインタフェースとと
もに使用されるように構成される。例えば単一のＷＢＣリーダは、複数のユーザインタフ
ェースと対にすることができる。このようにして、例えば病院の設定に対するインタフェ
ースユニットを取り入れる患者は、治療施設では、そのユーザインタフェースを単一のＷ
ＢＣと容易に対にすることができる。次いで、ユーザインタフェースを使用して、ＷＢＣ
リーダを介して又は他の通信チャネルを通して、医療環境において患者を識別し、かつ／
又は情報を受信することができる。
【００５７】
　本発明のこれら及び他の特徴は、以下で説明される実施形態から明らかになるか、これ
らの実施形態との関連で説明されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
　本発明の例示の実施形態は、以下の図面に示されるであろう。
【図１】本発明の例示の実施形態に係る患者のホームモニタリングのためのデバイスを概
略的に示す図である。
【図２】本発明の別の例示の実施形態に係る患者のホームモニタリングのためのデバイス
を概略的に示す図である。
【図３】本発明の別の例示の実施形態に係る患者のホームモニタリングのためのデバイス
を概略的に示す図である。
【図４】本発明の別の例示の実施形態に係る患者のホームモニタリングのための方法のフ
ロー図を概略的に示す図である。　原則として、同一の部分には、図内で同じ参照記号が
与えられる。さらに、これらの図は概略図であり、同スケールではない。
【発明を実施するための形態】
【００５９】
　図１は、血液パラメータのホームモニタリングのためのデバイス１００を概略的に示し
ている。図１のデバイス１００は、ＷＢＣカウンタ１０１及び物理的かつ構造的に分離さ
れたユーザインタフェース１０２を備える。ＷＢＣカウンタは、受信スロット１０９が提
供されると、サンプルプローブ１０８を受信するように構成される。ユーザインタフェー
ス１０２及び細胞カウンタ１０１は、相互にデータを交換するように構成される。これは
、例えばそれぞれのアンテナ１１０及び１１１を介して行われる。双方のデバイスのこの
機能のために、異なるタイプの伝送技術を使用してよい。例えばこれらのデバイスは、短
距離のローカル無線通信、広域の無線通信、３Ｇ伝送、ＧＰＲＳ伝送、無線ローカルエリ
アネットワーク伝送、ＲＦＩＤ伝送、赤外線伝送、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）伝送
及びこれらの任意の組合せを含むグループからの少なくとも１つの要素を介して、相互に
データを交換するように構成されてよい。細胞カウンタ１０１は、それぞれのＷＢＣ測定
を実行する、対応する電子機器及びセンサ１１２を備えることができる。ユーザインタフ
ェース１０２は、ディスプレイ１０４及び電子記憶媒体１０５を備える。ディスプレイは
、タッチスクリーン１１５として具現化される。記憶媒体１０５内に健康状態質問票１０
６が格納されており、患者によって使用されることになる。この質問票は、ディスプレイ
１０４により患者に対して表示され得る。ユーザインタフェースは、完成した質問票を、
例えばアンテナ１１１を経由する伝送により、サーバ１０７を介して、臨床医１１４に伝
送するようにも構成され得る。特に、体温計１０３からの入力に基づいて、あるいはＷＢ
Ｃカウンタ１０１からの入力に基づいて、ユーザインタフェースは、質問票１０６により
ユーザに対して適切な質問を行うことができる。図１の実施形態では、細胞カウンタから
ユーザ対話デバイスの分離がなされている。これは、例えば体温を測るか質問票を完成さ
せるときに、細胞カウンタから離れたユーザ対話を可能にする。後続の図３に示されるよ
うに、ドッキングコネクタを細胞カウンタに追加することも可能である。これにより、ユ
ーザインタフェースを細胞カウンタに接続することが可能になり、次いで白血球数のカウ
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ントを実行するのに必要とされるステップを通して、患者をガイドすることが可能になる
。
【００６０】
　さらに、図１の体温計１０３は、調査ごとに３つの異なる体温測定を行って、測定の揺
らぎを取り除くように構成され得る。体温計は、測定された３つの体温のうち最も高い体
温のみをユーザインタフェース１０２に伝送するように構成され得る。当然ながら、調査
ごとに２、４、５又はそれ以上のように他の数の異なる体温測定も可能である。
【００６１】
　更なる実施形態では、３つ全ての測定値がユーザインタフェースに送信されて、ユーザ
インタフェースは、サーバへ前方伝送のために、これらの値のうち最も高いものを使用す
る。ＷＢＣカウンタ１０１及び体温計１０３は、ユーザインタフェース１０２とデータを
交換するように構成される。通信チャネルは一方向であっても双方向であってもよい。決
定された体温がユーザインタフェースに提供されるように、体温計及び／又はユーザイン
タフェースの構成の様々な実施形態が存在し得る。例えばユーザインタフェースは、例え
ば短距離のローカル無線通信を介して、あるいはまた例えば広域無線通信を介して頻繁か
つ電子的に体温計を読み出すように構成され得る。また、決定された体温を体温計からユ
ーザインタフェースに伝送するために赤外線又はＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）を使用
してもよい。アナログな方法では、体温計は、決定された温度をユーザインタフェースに
、特にＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）を介して頻繁に伝送する、すなわち送信するよう
に構成され得る。また、ユーザインタフェースにおいて完全に自動の手順を実装してもよ
い。
【００６２】
　デバイス１００は、ＷＢＣリーダを、キッチン又はバスルームに置くことができるよう
にし、一方、ユーザインタフェース１０２によるＰＲＯ自己診断は、家の中のどこでも行
うことができ、あるいは移動することさえも可能である。ユーザ対話デバイスが、ＷＢＣ
リーダにしっかりと結合される場合、患者は、そのデバイスを、ユーザインタフェース１
０２において意図され格納されるように使用することができない。さらに、臨床医は、モ
ニタリングする各パラメータについて、例えばＷＢＣ軌道モニタリングによって識別され
るスケジュールを通して、あるいは患者が不調を感じたときにオンデマンドで、他のパラ
メータよりも少ない頻度のＷＢＣ測定を必要するスケジュールを設定する可能性がある。
これは、例えばベットサイドやモバイルのように対話のためにより適切な位置が必要とさ
れるとき、デバイス１００が柔軟性を許容することを意味する。
【００６３】
　患者のホームモニタリングのためのデバイスの別の例示の実施形態に従って、図２は、
ＷＢＣカウンタ１０１及びユーザインタフェース１０２を示している。細胞カウンタ１０
１は、患者の血液のサンプルプローブが挿入され得る、受信スロット２００を備える。ユ
ーザインタフェース１０２は、タッチスクリーン１１５として具現化されるディスプレイ
１０４を備える。指示体２０１により、ユーザインタフェースはデスク上での自立が容易
になる。ＷＢＣカウンタ１０１からのユーザインタフェース１０２の分離の提示により、
別の利点も提供される。しばしば、腫瘍の治療を受けている患者は、その化学療法に加え
て、例えば放射線治療やホルモン治療等の追加の治療を必要とする。一部の場合において
、化学療法の後は、体温及び患者報告結果をモニタリングするだけで十分である可能性が
あり、これらは、ユーザインタフェース単独で行うことができる。したがって、提示され
る解決策は、（化学療法の）最初の治療後にＷＢＣリーダを取り除いて再調整し、分離し
たユーザインタフェースを、後続の治療の間、患者に対して残しておくことが可能である
。これは、ホームモニタリングプロセスにおけるコストを著しく低減し得る。
【００６４】
　代替の実施形態は、ＷＢＣリーダにドッキングコネクタを設置することである。これは
、リモートのＵＩを充電し、読取値をリーダに伝送して、ＷＢＣ検査をユーザインタフェ
ースと同期することを可能にする、患者は、次いでこのシステムを単一のシステムとして
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使用することを選択するか、あるいは対話デバイスをより適切な位置に持っていき、その
質問票を完成させることを選択することができる。
【００６５】
　図３の提示されるデバイスは更に、以下の柔軟性を可能にする。定期的又はスケジュー
ルされた検査が、臨床医によって予め決定され、ユーザインタフェース上の検査カレンダ
内に記憶され得る。ユーザインタフェースは、対応する構成を提供する。スケジュールさ
れた検査に先行して、可聴及び可視のプロンプトを、検査を行うべき時を患者にリマイン
ドするユーザインタフェースにより、患者に与えることができる。スケジュールされてい
ない検査が任意の時に実行されてもよく、この検査は、患者がユーザインタフェース上の
「ａｎｙｔｉｍｅ（いつでも）」というボタン又は同様のものを押し、次いでオプション
のリストから、行おうとする検査のタイプ、例えば白血球数のカウント、体温又は健康状
態の質問等を選択することによって開始することができる。検査が完了すると、その結果
が自動的にサーバに送信され、サーバにより、臨床医と患者のメッセージングが、スケジ
ュールされた検査と同様のやり方で行われる。患者は、不調を感じたことを理由に、ある
いは臨床医が患者にスケジュールされていない検査を行うよう指示したことを理由に、何
時でもよい検査（anytime　test）を行うことを選択する可能性がある。本発明のデバイ
スは、したがって、ホームモニタリングの間に行われる測定の柔軟性を強化する。これら
の利点は、対応的に適合されるユーザインタフェースが実装されるとき、本発明の他の実
施形態によって達成されることがある。したがって、上記の態様は、図３の実施形態にだ
けに限られない。
【００６６】
　本発明の別の例示の実施形態に従って、図３は、化学療法を受けている患者のホームモ
ニタリングのためのデバイスを示しており、図３では、ＷＢＣカウンタ１０１は、ユーザ
インタフェース１０２を受け取るための第１の機械的ドッキングコネクタ３００を備える
。さらに、ユーザインタフェース１０２は、ユーザインタフェースをＷＢＣカウンタへ挿
入するための第２の機械的ドッキングコネクタ３０１を備える。第１の機械的ドッキング
コネクタは、細胞カウンタ１０１の凹部として具現化され、ユーザインタフェース１０２
のフレーム又はボディをこの凹部にはめ込むことができる。したがって、細胞カウンタ１
０１におけるユーザインタフェース１０２の機械的な固定が達成される。しかしながら、
他の機械的ドッキングコネクタを使用してもよい。必要であれば、ＷＢＣカウンタとユー
ザインタフェースとの間の追加の電気的接続も、図３に示される付属の構成において提供
することができる。それぞれの電気的接続及びリードがそれぞれの要素によって提供され
る。
【００６７】
　本発明の上述の実施形態において、ユーザインタフェース及びＷＢＣコネクタは、短距
離のローカル無線通信、広域の無線通信、３Ｇ伝送、ＧＰＲＳ伝送、無線ローカルエリア
ネットワーク伝送、ＲＦＩＤ伝送、赤外線伝送、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）伝送及
びこれらの任意の組合せを含むグループからの少なくとも１つの要素を介して、相互にデ
ータを交換するように構成され得る。体温計及びユーザインタフェースについても同じこ
とが言える。
【００６８】
　図４は、患者のホームモニタリングの方法のフロー図を概略的に示している。この方法
は、白血球カウンタによって、患者のサンプルプローブの白血球の値を決定するステップ
Ｓ１を備える。さらに、図４のＳ２において、白血球の決定された値を、白血球カウンタ
から、物理的に分離されるユーザインタフェースに伝送するステップが示されている。ま
た、ユーザインタフェースによって伝送された白血球の値に基づいて、ユーザインタフェ
ースにより患者をモニタリングするステップＳ３も備える。
【００６９】
　図面、本開示及び請求項の教示から、特許請求に係る発明を実装する際に、開示される
実施形態に対する他の変更が当業者によって理解され、有効にされる可能性がある。請求
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項において、「備える」という用語は、他の要素又はステップを除外せず、不定冠詞「ａ
」、「ａｎ」は、複数を除外しない。単一のプロセッサ又は他のユニットが、請求項に記
載される幾つかの項目又はステップの機能を実実現してもよい。ある特定の手段が、相互
に異なる請求項に記載されているという単なる事実は、これらの手段の組合せを有利に用
いることができないことを示すものではない。コンピュータプログラムを、他のハードウ
ェアとともに又は他のハードウェアの一部として供給される光記憶媒体又は固体の媒体の
ような適切な媒体上に格納／分散させてもよく、また、インターネット又は他の有線若し
くは無線の電気通信システムを経由するような、他の形式で分散させてもよい。請求項内
のいずれの参照記号も、請求項の範囲を限定するものとして解釈されるべきでない。

【図１】 【図２】
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摘要(译)

本发明涉及一种用于家庭监测患者血液参数的装置。特别地，该装置被
配置用于对接受化学疗法的患者进行家庭监测。白细胞计数器与物理上
分离的用户设备组合呈现。用户界面和白细胞计数器被配置为彼此交换
数据。由于显示器没有直接集成在白细胞计数器中，因此本发明可以以
低成本产生白细胞计数器。患者可以在家中或目的地的任何地方使用用
户界面装置，并且可以最大化枪支患者报告结果或健康状况调查表的自
由度。它还可以轻松读取体温。在房子里，可以根据需要检查白细胞。
用户界面可以引导患者完成正确的过程，从而将用户界面呈现给细胞计
数器。
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